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Abstract

Nankai Trough earthquake might occur in the first half of the 21st century. Therefore, it is suggested

important to take it with calm and "correct fear". Of course, it is important for overseas students as well. We

conducted a survey by questionnaire among Chinese overseas students about knowledge on earthquake

and tsunami disaster and knowledge to protect themselves from these disasters. The results revealed that

they feel safe in Japan even if such an earthquake occurs; they know that there is a possibility of arrival of

tsunami after the earthquake; they have interested in disaster prevention but they have not sufficiently

prepared for the earthquake; they do not know how to install the disaster prevention software, neither the

existence of disaster message phone and disaster message dial.
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果になっている。災害時には停電状態にな

っているので，携帯電話，ラジオ，パソコ

ンはバッテリーがなくなるまで，もしくは，

充電器があれば，かなり長時間に渡り，災

害状況の情報を得る有効な手段となるだろ

う。テレビはワンセグ以外であれば，停電

時には機能しないと思われる。携帯電話や

ラジオとバッテリーは一緒に管理する必要

がある。 図９．災害情報アプリのインストール状況

図９は，災害情報アプリをインストールし

ているかどうかを尋ねた結果である。イン

ストールしているのが 40 ％，インストール

していないのが40％，インストールしたい

と回答したのが 20 ％であった。つまり，調

査実施時にインストールしていない比率が

高かった。

図１０は，災害伝言ダイヤル１７１を知

っているかどうかを尋ねた結果である。知っ 図１０．災害伝言ダイヤル１７１の認知度

ているのは 14％であり，中国人留学生はほ

とんど１７１を知らないと言える。東日本

大震災時は電話やテレビなどの情報通信手

段が断たれた１）。そこでは，twitter(ツイッタ

ー)，Facebook（フェイスブック），Line（ラ

イン）などのソーシャルメディアが役に立

ったと言われている １ ）。徳島県では，

Yahoo!JAPAN と連携した「すだちくんメー

ル」が災害時の安否確認サービスであると

言われている１）。 図１１．備品（非常持ち出し品）の準備状態

図１１は，備品（非常持ち出し品）の準備状

態を尋ねた結果である。全く準備をしていな

いと回答した比率が 64 ％，準備していると

回答した比率が 30 ％，十分準備していると

回答した比率が 6 ％であった。つまり，準備

している中国人留学生は３～４割であると言

える。

図１２は，準備している備品（非常持ち出

し品）を複数回答で尋ねた結果である。ラジ

オという回答が 19％，懐中電灯という回答が 図１２．準備している備品(非常持ち出し品)

18％，薬という回答が 16％，飲み物という回 （複数回答）

答が 13％，パンという回答が 12％，笛という

回答が 10％，家族の連絡先という回答が 7％，

消火器という回答が 5％であった。日本赤十字
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社東京都支部がサイトに挙げている非常時の持ち

出し品・備蓄品チェックリストには，これらがす

べて含まれている
6）。日本赤十字社東京都支部の

サイトでは，非常時の持ち出し品・備蓄品チェッ

クリストに貴重品［現金，車や家の予備鍵，予備

のめがね，コンタクトレンズなど，銀行の口座番

号・生命保険契約番号など，健康保険証，身分証

明証(運転免許証，パスポートなど)，印鑑，母子

健康手帳など］，情報収集用品［携帯電話(充電器

を含む)，携帯ラジオ(予備電池を含む)，家族の

写真(はぐれた時の確認用)，緊急時の家族，親戚，

知人の連絡先，広域避難地図，筆記用具など］，

食料など［非常食，飲料水(3 リットル/1 日)］，

便利品など［防災ズキンかヘルメット，懐中電灯

(予備電池を含む)，笛やブザー(音を出して居場

所を知らせるもの)，万能ナイフ，使い捨てカイ

ロ，マスク，ビニール袋，アルミ製保温シート，

毛布，スリッパ，軍手か革手袋，マッチかライタ

ー，給水袋，雨具(レインコート，雨靴など)，レ

ジャーシート，簡易トイレなど］，清潔・健康の

ためのもの［救急セット，常備薬・持病薬，タオ

ル，トイレットペーパー，着替え(下着を含む)，

ウエットティッシュ］，その他［紙おむつ(乳児用

・高齢者用など)，生理用品，粉ミルク・哺乳瓶(赤

ちゃんに必要なもの)，その他自分に欠かせない

もの］とされており，自分に合わせて必要なもの

を準備することとされている
6）。

４．まとめと今後の課題

本報告では，徳島大学の中国人留学生と卒業

生を対象に質問紙を用いて地震災害知識，防災

意識などについての調査を行った。その結果，

地震が起きても日本では大丈夫という意識があ

ること，地震が生じれば津波が来る可能性があ

ることを知っていること，防災に関する関心は

高いが，災害に対する備えは十分ではなく，災

害情報アプリのインストールや災害伝言ダイヤ

ル１７１などの存在を知らないことが明らかに

なった。しかし，本報告の調査協力者は 50 名な

ので，今後は全数調査を目指して，調査を実施

する必要がある。

さらに実施した結果を基に，具体的な対応策

を考え，留学生への指導を考えていく必要があ

ると考える。

日本私立大学連盟国際連携委員会では，留学

生担当者用大規模災害時の留学生サポートマニ

ュアルを作成している。このマニュアルは留学

生担当者が留学生に何を伝えなければならない

かをまとめたものである3）。ステップ１は地震や

自然災害についての正しい知識を効果的に伝え

ることとされ，ステップ２は防災訓練は年1回実

施の全体訓練の中で留学生支援のあり方を検証

することとされ，ステップ３は学生向け防災マ

ニュアルを配付し，日常の備えを奨励すること

とある。徳島大学では，ステップ１は入学時に

実施していると思われるが，すべての留学生が

参加しているかは不明である。ステップ２につ

いても防災訓練を３年生以上の学生・大学院生

を含めて実施することになっているが，留学生

にどの程度伝わっているのかはわからない。ス

テップ３の学生向け防災マニュアルは，日本語

に加え，英語版と中国語版が作成されているが，

留学生にどの程度配付・周知されているかは不

明である。今後，ステップ１の地震や自然災害

についての留学生等の正しい知識の把握度とス

テップ２の防災訓練への参加状況，ステップ３

の学生向け防災マニュアルの保存状況とその内

容の理解度を留学生等に対する面接や質問紙調

査などで調べ，留学生等に不足している部分が

あれば，教育の一環として補足していく必要が

あると考える。

最後に，留学生に対してどれだけの情報提供，

支援などを大学が行う必要があるのだろうか。東

日本大震災時，アメリカ合衆国やスペインなどで

は，大使館を通して日本にいる自国民に自国へ戻

るようにという勧告が出され，帰国用の飛行機を

準備されたと聞いている。このようにそれぞれの

国の国民はそれぞれの国が守る責任があるので，

日本の大学がそこまでする必要はないのではない

かという意見もある。しかし，少なくとも災害が

起きた直後は，日本人であろうとなかろうと皆が

助け合い，それぞれの命を守る必要がある。その
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ためには，留学生も含め，それぞれができること

を日頃から考えて，準備することを常に伝えるこ

とは必要なことであろう。その後，少しずつ，い

ろいろな情報が伝えられるようになった時に，そ

れぞれの大使館などからの情報を当該の留学生に

伝えることは大学としてできることだろう。その

情報を得た後の判断は，それぞれの留学生に委ね

ても良いだろう。各自の命は，それぞれが自己の

責任で守れるような情報提供と判断力を身につけ

るような指導が必要である。

なお，必要があれば，附表は筆答報告者から入

手可能である。
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